
和歌山市立八幡台小学校

2022.7.20
NO,３５

※終業式:校長の話※
本日、終業式で子どもたちにいくつか話をしました。まずは、夏休みを迎え

るにあたり、しっかりと自分なりの「目標」を持とう！ということです。子ど

もたちにとって夏休みは楽しいものでしょう。いろいろなことに拘束されない

自由な時間が増えますから。しかし、その時間をどう使うかによって、子ども

たちにとっての夏休みの充実度は、きっと違ってくるでしょう。

＜目標を立て、それに向けて努力・取り組むことで成長しよう！＞
長い休みです。なんでもいい、自分なりの方向性を定め、それに向けた目標

を持ち、計画的に努力・取り組むことで人は成長します。うまくいかなくても

いい、自分で考え、定めた目標を追いかけることでしか味わえないものがある

はず。簡単にはあきらめず、粘り強く取り組んでほしいなと思います。

＜早寝 早起き 朝ごはん～より良い生活リズムを～＞
2 つ目はこれです。大人も子どももそうだと思うのですが、体調のよい時は
気持ちも前向きで、建設的に思考・行動できるものではないでしょうか。夏休

み中もよりよい生活習慣、生活リズムを心がけ、充実した日々のための土台作

りをしてもらいたいと思っています。時には非日常的になることもあるでしょ

う。それはそれで大いに楽しみ、生活習慣・リズムをまた切り替えるというこ

とを忘れないでほしいなと思います。

世界中のどの人にも平等に与えられているもの、それは時間である
時間の使い方、考え方で驚くほどの差が出てくるもの。少しでも、子どもた

ちなりにこのことを考えてもらえたら、と思っています。

最後は「みんなそろって2学期始業式に元気な顔を見せてね！」ということを話

しました。「こんなことをした！」「あれもした！」「これができるようになっ

た！」「こんなことにチャレンジしたよ！」など、2学期に子どもたちの努力・
取組についての話が聞ければ嬉しいですね。

子どもたちには楽しく充実した夏休みを過ごしてほしいなと思っています！


